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平成３０年１０月版



有料版 http://www.orcamo.co.jp/products/diedai.html



機能概要
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戸籍統一文字の入力・表示対応（氏名欄のみ）

株式会社ジャストシステムのＡＴＯＫ推奨

コンテキストメニューによる画面遷移の採用

日レセ連動設定（患者情報・病名検索）

死因病名検索にみかん連動を追加

平成３０年度版死亡診断書記入マニュアルを登載

死亡届への患者情報転記設定

空欄斜線対応等

死亡届けの様式カスタマイズ

その他



２．コンテキストメニュー
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死亡診断書作成画面にて、どの画面からでも入力フィールド以外の場
所を、右クリックするとコンテキストメニューを表示し、「次へ」ボタンを押
すこと無く直接他の入力項目の画面に遷移可能です。

※ 左図は無料版・上は有料版



３．日レセ連動（有料版）
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病名検索

日レセに登録してある患者情報と病名情報
を参照出来ます



４．病名検索
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病名マスタからの検索にＩＣＤ１０（２０１３）表示対応

※ ＩＣＤ１０（２０１３）は、病名検索から入力した場合にのみ統計データに反映されます。
※ 「MI_CAN（みかん）から病名取得」タブは、MI_CANと連動設定している場合にのみ表示されます。

みかん連携を設定した場合
※２

※１

レセプト電算傷病名マスタ（20180601公開版）を標準搭載
※ 最新マスタは随時アップデートで提供中（有料版のみ）



５．死亡診断書記入マニュアル
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厚生労働省発行の「記入マニュアル」が［ＨＥＬＰ］ボタンをクリックすると該
当ページが表示されます。



６．死亡届への患者情報転記設定
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死亡届への患者情報の転記をおこなうかどうかを設定できます。

無
料
版
出
力
画
面

有
料
版
出
力
画
面



７．空欄斜線対応（有料版）
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８．死亡届け様式のカスタマイズ

10

市町村に提出する死亡届の様式は法務省が定めていますが、市町村においては連絡先等の「欄外枠」を
設けている場合があります。

ユーザーサイトに公開することを承知いただければ、無料で帳票を作成いたします（有料版のみ）。



その他．文字サイズと自動改行
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ＰＤＦ出力の際には、入力された文字が枠内に収まるようにフォントサイズを自
動的に調整します。

部は複数行（自動改行）フォント自動縮小対応。その他の項目は、文字数に応じて
枠内フォントサイズ自動縮小

部は数字○囲い



死亡診断書作成ソフト

橙（ダイダイ）

日本医師会ORCA管理機構株式会社
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２０１７０５月版

戸籍基本文字の入力について

本資料はユーザーサイトからダウンロード可能



【参考】死亡診断書の氏名欄
死亡診断書は死亡届に添付され戸籍を抹消する効力を持ちます。したがって、
戸籍、死亡診断書、死亡届のすべてに記載された氏名が一致することが重要
です。一致していなければ、別人である可能性もあるため死亡届けが受理さ
れません。

地域によっては、たくさんの同姓同名者が存在していますので、死亡診断書を
交付する医師は、ご家族に対し氏名に間違いがないか、改めて確認しなけれ
ばなりません。また、間違った家族に、間違った死亡診断書が交付されること
を防ぐためにも、氏名の記載については十分注意をする必要があります。

コンピュータにない文字は、外字で作成するか、手書きにして交付しなければ
なりません。

上図は http://mojikiban.ipa.go.jp/ より引用 13



戸籍基本文字表示対応
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戸籍文字印字用にIPAmj明朝フォントに対応（氏名欄のみ）
Windows 7以降のOSが必要。（Windows Vista／Windows XPでは
利用不可。）

IPAmj明朝フォントとは、戸籍統一文字、住基統一文字を包含する約6万文字を収録したフォント。
文字情報基盤整備事業は、平成２２年度電子経済産業省推進費（文字情報基盤構築に関する研究開発事業） により、スタートした行政で
用いられる人名漢字等約6万文字の漢字を整備するプロジェクトです。 「文字情報基盤 文字情報一覧表（MJ文字情報一覧表）」と「IPAmj
明朝フォント」が公開された。
詳細については、文字情報基盤構築事業の概要（2014年1月）(pdf)を参照のこと。

http://mojikiban.ipa.go.jp/

【 ATOK2015での入力例 】

【 印字例 】



③

ATOKでIVS辞書を設定する
（Windows7の場合）
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① ② ATOKプロパティを起動します。

③ ［辞書・学習］シートを選択します。

④ ［辞書セット一覧］で、［人名変換辞書セット］を選択します。

⑤ 辞書セットの内容を表示している一覧で、［IVS辞書］にチェックを入れます。
※ 辞書が一覧にない場合は、［辞書の追加・削除］をクリックして［人名変換辞書セットの内容］に辞書を追加します。

②

①

④

⑤

※「ATOK」は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。
※ 「ATOK」でIVS異体字を扱うには「ATOK2014」以降のバージョンが必要です。

日本語入力には、株式会社ジャストシステムのＡＴＯＫを推奨（MS-IMEでは戸籍文字を確認しな
がらの文字入力が出来ないため。）



異体字表示設定（ATOK設定）
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①．右図は「わたなべ」さんの変換候補です。渡邊さんのなべの文字は
一点しんにょうです。

②．この状態で［Home］キーを押すと「IVSの選択」ウインドウが表示
されます。

③．標準では表示文字が「Adobe-Japan」になっています。表示フォントを
「 Hanyo-Denshi 」に変更します。
④．「IVSの選択」ウインドウに異体字候補が表示されます。

③

②

①

④

候補が表示された!!

「Hanyo-Denshi 」を選択

※ ATOKのバージョンによっては、このウインドウが表示されない場合があります。その場合は次ページ
※ 「Hanyo-Denshi」とは、汎用電子情報交換環境整備プログラム委員会が整備した規格です。この規格は戸籍で使われるすべての漢字を網羅し、住基

ネット等で活用する目的で作られました。
https://www.ninjal.ac.jp/archives/hanyo/

※



IVS選択ウインドウに字形セットが
表示されない場合
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③

②①

④
「Hanyo-Denshi」を選択して

「確定」

候補が表示された!!

カーソルを、IVSウインドウ
の中に移動して、右クリック
すると表示される。

字形セットのプルダウン
メニューが表示されない



①．右図は「わたなべ」さんの変換候補です。渡邊さんのなべの
文字は一点しんにょうです。
②．この状態で［ Home ］キーを押すと「IVSの選択」ウインド
ウが表示されます。
③．一点しんにょうの邊を選択します。

④．［Enter］で確定すると一点しんにょうの に確定され

、氏名欄に確定入力されました。

③

異体字の入力例

②

①

④
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※ ATOKのプロパティを、「MS-IME設定」に変更して使用する場合には

［ Ctrl ］キーを押しながら［ Home ］キー （次ページ参照）

※



ＡＴＯＫのプロパティ
【IVS選択ウィンドウオープン／クローズ操作】
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「標準設定」の場合は キーHome

「MS-IME設定」の場合は キー ＋ キー で「『IVSの選択』ウインドウ」が表示されます。HomeCtrl



１．通常は２点しんにょうが表示される。
「辻」または「辻《IVS》」と表示される候補を選

択し、 ［Home］キー を押す。

２．「IVS選択」ウインドウが表示されたら
「 」をマウスでクリック。

※ ATOKのプロパティで「MS-IME設定」に変更している場合は、［Ctrl］キー＋［Home］キー
で「『IVSの選択』ウインドウ」が表示されます。

※

（一点しんにょう）の入力方法



３．「 」が選択されたら、表示が「 」に
変わる。

４．「Enter」キーを押すと「 」が確定される。

の入力方法 ２



名字の再変換（ATOKの場合）
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日レセやみかんと連動して橙（ダイダイ）を起動した場合、患者基本情報がみかんから引き継がれます。
みかんに登録されている患者さんの氏名が戸籍基本文字と異なる場合、再度入力しなければなりません。
そんなときは、ATOKの再変換機能を利用して、データ入力を省力化することが出来ます。
操作方法は簡単です、再変換したい文字列を選択して［Shift］キーを押しながら［変換］キーを押すだけです。

確定された文字列を選択して
［Shift］キーを押しながら［変換］キーを押す。

再変換モードになり、候補が表示される。

さらに［Home］キーを押すと戸籍統一
文字の選択画面になります。



③

②

①

【参考】候補文字列の表示サイズ変更
（ATOK2017の場合）

① 虫眼鏡マークをクリックします。
② 標準は「100%」になっています。
③ ここで倍率を変更すると、候補文字列が

大きく表示され、次回からもこの表示倍率が
保持されます。 23


